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「学び方」を頭の中の引き出しに入れよう
子どもたちが、夢を持って将来にわたって自立して学び続けるために、「頭の中の引き出し」

に「学び方」を整理して入れ、いつでも引き出せるようにしておくことが必要ではないでし

ょうか。子どもたち一人一人が、試行錯誤しながら実際にやってみて、「学び方」を身につけ

ていく。そして自分の「学び方」を人に向けて発信することで、より確かな知識となります。

子どもたちの頭の中にいろいろな「学び方」が整理されるよう、子どもたちの発想のすばら

しさを認め、ほめ、励ます授業に取り組んでいます。

①学ぶこと全体に係る「学び方引き出し」 ②教科の「学び方引き出し」

～たとえば算数では～

・近くの人やお家の人に聞く ・具体物を使って実際にやってみる

・インターネットで調べる ・絵に描いて考える

・辞書で調べる ・式にする方法を考える。

・新聞で調べる ・ことばの式に書いて考える

・既習の教科書で調べる ・関係図を書いて考える

・自分がまとめたノートを見返す ・テープ図を書いて考える

・実際にやってみる ・線分図を書いて考える

・予想してから試してみる ・数直線を書いて考える

・比較して考える ・グラフを用いて考える

・類推して考える ・別の方法を考えてみる

・分類して考える ・人に説明する文を書いてみる

・分からない点についてまとめる

・今まで分かっていることについてまと

める

「食」について学ぶ

本年度、兵庫県教育委員会の研究指定を受けて食育研究に取り組んでいます。「食」は生き

ていく上で欠かすことのできないものです。生涯にわたる望ましい食習慣の形成や食に関す

る自己管理能力を身につけることはとても大切です。生活科や総合的な学習の時間等で生産

から消費、自分の健康づくり、丹波篠山の特産物等について、子どもたちの興味関心に基づ

いて学習を進め「食の大切さ」を学んでいきたいと思います。食育推進には家庭、地域との

連携は欠かすことができません。学年だより等で学習内容等についてお知らせします。ご理

解ご協力をお願いします。



なぜそうなるのかを考える

日々の学習で、どの学年も自分の考えをいろ

いろな形で表現しています。５年生が直方体の

体積の学習をしていました。一人の児童が黒板

に書いた図を指さしながら「たてが３センチで

横が５センチだから一段目は３×５で１５個に

なりそれが４段あるから、それに４をかけて６

０。全部で６０個になります。だから体積は６

０立方センチメートルになります。」と説明しま

した。４年生の「表とグラフ」の学習では、黒

板のグラフを指さしながら「最低気温は２月の４度になります。理由は、２月の点より下

側に点がないからです。」

この２つの学習に共通しているのは、答えだけを求めて言うのではなく、なぜそうなる

のかを理由をつけて相手意識を持って説明しているところです。自分の考えを人に説明す

ることで、より確実な知識となります。聞いている人は「おたずねしよう」という意識で

聞くと、一言も逃さず聞き取ることができます。人との対話により確実な知識となってい

きます。今後も「自分で学んでいこう」とする学びに向かう力を育てる授業を工夫します。

気持ちのよいあいさつを

朝、校門に立ってこちらからあいさつすると、元気な声がたくさん返ってきます。とて

も気持ちがいいです。なかには小さな声で恥ずかしそうにあいさつする子もいます。先日

のこと、いつもは気持ちのいい元気なあいさつする子が、あまり元気がありませんでした。

聞いてみると「今日は給食があまり好きな献立でない」とのこと。子どもたちもいろいろ

な思いを持っているんだなあと思いました。明るいあいさつは相手も自分も気持ちがよく

なります。「朝起きたとき」「朝集合場所で友だちに出会ったとき」「通学路で地域の人や

先生に出会ったとき」いろんな場所で元気で明るいあいさつが聞こえるといいですね。

○夏休みの短縮により、７月～８月にかけて熱中症の予防が重要になります。学校では、十

分な水分補給やエアコンの適切な使用等で対応します。また今後クールタオルを１人１枚

配布します。登下校対策として、状況に応じてクールタオルや日傘等を使用してもよいこ

ととします。

○今後の予定をお知らせします。

・給食最終日 ８月６日（木） ・２学期始業式 ８月２４日（月）

・１学期終業式 ８月７日（金） ・給食開始日 ８月２５日（火）

※年間計画で７月２１日～２８日に予定していました個人懇談は、１学期の授業時数を確

保するため９月に延期します。


